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婦人部長　本間セツ子さん

よその婦人部のように、うちで

も魚に付加価値をつけて手作り製

品を売り出したいと思うのです

が、みんな忙しいのと高齢化もあ

ってなかなか実現しません。若い

人のパワーがほしいですね。

公社の�

本所調査設計第一部技師

藤井　　真さ
ん

ノウハウの蓄積を
「うちの職場は忙しいので、いつ

までも新人気分ではいられません」

と話すのは、平成12年春に採用され

た調査設計部の藤井さん。子どもの

ころから生き物が好きでこの世界に

入りました。

「フィールド調査は学生の時に何

度も経験してましたが、仕事で行っ

てみると、緊張感が違いますね。な

あなあでは済まされませんから臨機

応変な対応が必要になりました」

仕事として携わってみると、生き

物に対する見方も学生時代とは視点

が変わったそうです。

「人間の暮らしの中で生き物と共

存しなければならない。純粋に生き

物が好きというのとは違う次元の話

だと実感しました」

この秋、初めて現場の担当をまる

まる任されました。

「現場を切り回すためには、突発

的な事態にも的確に状況判断して、

すばやく動けるようにならなければ

なりません。それには経験がものを

いいます。早くノウハウを蓄積した

いですね。それと、当面の目標は報

告書の書き方。人に分かりやすく説

明する技術を身につけたい。勉強す

ることは山ほどあります」

部員数60人

浜益漁協婦人部
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明けましておめでとうございます。

全道の漁業者をはじめ、漁協役職員、市

町村そして水産関係者の皆様には、大いな

る希望と期待に満ちた新年を迎えられまし

たことを、心よりお喜び申し上げます。

当公社におきましても、本道の栽培漁業

の推進と責任を担う機関として、全道の漁

業関係者からの熱い期待と大きな支援を受

けて、ヒラメ、ニシン、クロソイ、ウニ、

アワビの種苗生産事業、栽培漁業基金の運

営管理と事業の実施、さらには、漁場環境

の保全と対策に係わる調査事業を皆様の信

頼と負託のもとに進めてこれましたことを、

心から感謝申し上げます。

さて、21世紀の２年目を迎えた今年は、

昨年の水産業基本法の制定に引き続き、本

道の水産業のみならず日本の水産業にとっ

て、何か新しいM胎動Âが予感される年とな

るのではないかと感じております。

国際的には、カタール宣言に基づくＷＴ

Ｏの新たなる展開に対する取り組みをどの

ように進めるのか、国内的には、水産業基

本法の制定にともなう各種の施策が次々と

具体化されるにあたって、本道の水産業界

はどのように考え、どのように対処してい

くのか、そして北海道としては、水産業振

興条例が制定される中にあって、漁協合併

と系統団体の合理化の推進、水産資源の増

大と漁獲管理の徹底、平成15年に迎える定

置漁業権と共同漁業権の切り替え等本道の

水産業を取り巻く厳しい漁業環境を打破し

て21世紀の水産業を構築するための大切な

年であり、そのためのM胎動Âが感じられる

のであります。

このような観点から、北海道栽培漁業振

興公社として、平成14年という年を考えま

すと、平成８年度から着手され、資源増殖

の技術的な可能性が立証された沿岸性ニシ

ンの資源増大事業がさらに６年間継続され

ることになり、また、エリモ以西海域のマ

ツカワを対象とする拠点センターの整備と

放流効果の確認調査も本格的な取り組みの

段階を迎え、調査設計事業においても、昨

年から、漁協や漁業者の皆さんからのご相

談や調査事業の依頼が多くなってきている

ことなど、希望に満ちた新しい展開が開け

てくるのではないかと期待し、またその責

任の重さも自覚しているところであります。

いずれにしましても、漁業者の皆さんの

ご支援と信頼に支えられて初めて公社とし

て自立できるものであることをしっかりと

認識し、北海道の水産業発展の重要な一翼

を担う栽培漁業の振興に、私ども役職員一

同は、決意を新たにして取り組んでまいり

たいと考えておりますので、今年も、皆様

方のご理解とご支援をお願い致します。

終わりに、皆様のご健勝とご多幸を心から

祈念しまして、年頭のご挨拶といたします。

年　頭　挨　拶�

西暦　2002年

M新たなる胎動が
予感される年頭に当ってÂ

社団法人 北海道栽培漁業振興公社

会長理事　杉森　　隆
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マツカワの種苗生産技術開発の現状

写真１　マツカワ親魚
図１　飼育条件下におけるマツカワ（雌）の

成長

先日、旅行番組のレポーターが人

気ある旅の３要素は、よい宿、よい

湯（温泉）、そして土地で浜揚げさ

れる海の幸だといっていました。観

光王国、我らが北海道にはサケ、ホ

タテ、ウニなど数々の人気水産物が

水揚げされます。一方、近年、次世

代の北海道をになう新たな目玉魚種

として「幻の魚マツカワ」の注目度

が高まっています。

マツカワは茨城県以北の太平洋お

よびオホーツク海域に生息する大型

のカレイです（写真１）。松の木皮

のようなざらざらした体表をもつこ

とからこの名前がついたといわれて

います。また、鰭（ひれ）の黒いは

ん紋が鷹の羽根模様に似ていること

から、タカノハガレイとも呼ばれて

います。

他のカレイ類に比べて、低水温で

も成長がよく、飼育してその成長を

調べたところ、満２歳で全長約

40cm、４歳になると雌では全長

60cm（体重３kg）をこえることが

わかりました（図１）。

気になる味はというと、白身のわり

に脂がよくのっており、高級な刺身魚

としてあつかわれています。東京の有

名寿司店の女将さんの手記に「寿司通

のお客様にマツカワ・ホシガレイ（マ

ツカワの近縁種）の握りを、あら塩と

すだちの味付けでお出ししました。よ

く手に入ったと感心されたとともに、

今まで食べた寿司のなかで最高だと賞

賛を受けました」と記されています。

つまり、マツカワは全国的にも高く評

価されうる食材であり、北海道の味覚

を代表する魚としてとても有望なので

す。

しかし、近年、マツカワの資源量

は急激に減少し、極めて低い水準の

まま推移しています。昭和50年以

前には、日高海域で年間50ｔ以上

の水揚げが記録されていますが、現

魚確保・養成）、②受精

卵をとる（採卵）、③ふ

化した仔魚を稚魚・幼

魚になるまで育てる

（仔稚魚育成）といった

３つのステップがあり

ます（図２）。通常、生

産技術を開発する場合、

天然環境下での産卵や

在、天然海域で生まれ育った成魚

（天然魚）は年間数尾しか漁獲され

ず、まさに幻の魚となってしまいま

した。

そこで、北海道は高級魚マツカワ

の資源増大を目指して、人工種苗の

大量生産・放流による大規模な増殖

事業を計画しています。北海道立栽

培漁業総合センター（道栽培センタ

ー）では、この事業の根幹となる種

苗生産技術の開発に取り組んできま

した。本稿では、技術開発の歩みと

現状について紹介します。

マツカワの種苗生産技術開発は、昭

和61年、日本栽培漁業協会厚岸事業場

で開始されました。昭和63年には道立

中央水産試験場で飼育試験が行われ、

平成２年から道栽培センターで種苗生

産技術の研究がスタートしました。

一般に、魚類の種苗生産工程には、

①親魚を集める、または育てる（親

はじめに

種苗生産の歩み
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図３　自然産卵による採卵
受精卵は浮上し、上部の排水口を通って収卵槽のネ
ット内へ流れ込む

図４　平成９年の自然産卵誘導実験における産卵状況
（水温６℃区） 図５　昇温刺激による自然産卵誘導実験（平成10年） 図７　昇温刺激が受精率に及ぼす影響

表１　平成９年および10年の自然産卵誘導実験における産卵結果

成育に関する知見が重要なヒントに

なります。しかし、マツカワの場合、

どんな場所で産卵するのか、産まれ

た仔魚はどのように成長するのかと

いった生活史はまったくわかりませ

んでした。そのため、技術開発のと

っかかりとして、実際にマツカワを

飼って成熟や産卵状況をよく観察す

ること、またヒラメの生産技術を手

本として小規模ながらも種苗を生産

してみることから始めました。飼育

を通した研究によって、今までよく

わからなかったマツカワの生理・生

態学的な部分が徐々に明らかとな

り、同時に、大量生産を実現するた

雄を収容し、適正な環境を保つこと

によって自発的な卵・精子の放出お

よび受精（生殖行動）を促す方法で

す。この方法は質のよい卵を簡便に

確保できるため、ヒラメやマダイな

どの種苗量産現場において広く活用

されています。

マツカワの卵は、ヒラメの卵と同

様に、受精後、浮力が増して表層に

浮かぶ性質を持っています（分離浮

性卵）。もし、マツカワでも自然産

卵させることができるなら、図３の

ような仕組みによって、親魚を痛め

ずに、もっと効率よく採卵できると

思います。

そこで、平成９年から自然産卵によ

る大量採卵技術の開発に取り組みまし

た。水槽内で自然産卵を誘導するため

には、その魚種の産卵生態をよく知り、

適切な環境を整えることが必要です。

マツカワの産卵生態は不明ですが、一

般的に魚類の産卵には、水温や光周期

などの外部環境因子が関与することが

知られています。

そこで、まず、産卵適正水温を調

べるため、水温別の飼育実験を行い

ました。満３歳の人工魚を12尾

（雌３尾、雄９尾）ずつ収容した３

つの実験区を設けました。３月上旬

に水温を自然海水温（３℃）からそ

れぞれ４℃、６℃および８℃までゆ

っくり上昇させ、５月までその水温

のまま保ちました。

その結果、４月になると、いずれの

実験区でも雌が卵を放出し始めまし

た。しかし、生殖行動が伴わなかった

せいか、得られた卵は未受精卵ばかり

であり、受精卵はほとんど得られませ

んでした（表１）。唯一、水温６℃に

設定した区において、実験期間中、２

日間、受精卵が得られた日がありまし

た。では、どうしてこの２日だけ生殖

行動がみられたのでしょうか。水温条

件を詳しく調べてみると、受精卵が得

られた日の前日は、いずれも何らかの

原因で水温が６℃から約８℃まで急に

上昇していたのです（図４）。もしか

すると、この急な昇温がマツカワの生

殖行動を促す刺激となったのかもしれ

ません。

そこで、翌年、この仮説を検証す

るため、前年と同じ３歳の人工魚に、

連続的に昇温刺激（水温を６℃から

８℃まで急上昇させ、翌日、６℃ま

で降温する操作）を行いました。

その結果、雌の一日当りの卵放出

量は前年に比べ大幅に増加しました

（図５、表１）。また、本実験期間中、

受精卵が得られた日が一水槽当り

10～15日と著しく増え、合計70万

粒もの受精卵を得ることができまし

た。さらに、受精が起きた事例と昇

温刺激との関連について調べたとこ

ろ、受精は昇温刺激を行った日の深

夜から翌朝にかけて頻繁に誘起され

たことがわかりました（図６）。こ

のことから、昇温刺激はマツカワ雌

の放卵を促進するとともに、雌雄の

生殖行動を誘起する効果があると考

えられます。

また、平成11年および12年の実

験において、雌１尾の産卵経過を解

析した結果、昇温刺激を行うと、得

られる卵の受精率が顕著に向上する

ことも明らかになりました（図７）。

以上の結果、昇温刺激による自然産

卵誘導法は、マツカワの大量採卵技術

として極めて有効であると考えられま

した。今後の新たな目標は、この技術

を量産現場でも活用できるように技術

改良することです。昇温刺激の実施方

式や親魚の収容数について、現在、詳

細な検討を進めています。

仔稚魚育成における最も重要なポ

イントは、健全な種苗を生き残りよ

く育てることだと思います。事業規

模で種苗量産が進められているマダ

イやヒラメにおいて、全長30mm種

苗になるまでの生残率は約50～

70％と高く、飼育技術レベルの高

さがうかがえます。一方、道栽培セ

ンターにおけるマツカワ種苗生産の

生残率は１～42％とマダイ・ヒラ

メに比べて低く、また、生産年度に

めには、今後どんな研究が必要な

のかが浮き彫りになってきたので

す。それでは、今まで重点的に取

り組んだ研究の中から興味深い成

果を二、三紹介します。

魚類の種苗生産において、質のよ

い受精卵を大量に、かつ、効率よく

採卵することは最も重要な課題です。

一般に、採卵方法には、人工授精法

と自然産卵法の２通りがあります。

人工授精法は成熟した親魚を取り

上げて、人為的に卵と精子を搾りだ

し、それらをかけあわせる方法です

（写真２）。成熟した親魚がいれば、

ほぼ確実に受精卵を得ることができ

るので、マツカワの種苗生産でも人

工授精によって受精卵を確保してき

ました。しかし、この方法では多量

の受精卵を必要とする場

合、親魚の搾出を何度も

繰り返さなければならな

いので、作業労力が大き

いうえに、親魚に多大な

ダメージを与え、死亡や

疾病の発生をまねく危険

性があります。

一方、自然産卵法は、

同じ水槽内に成熟した雌

自然産卵誘導

技術の開発

仔魚の初期減耗を

防除する

写真２　マツカワ人工受精

図６　昇温刺激後の日数と受精が起
こった頻度との関係

図２　放流種苗ができるまでの行程
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よって大きな変動がみられます（図

８）。したがって、安定した種苗生

産を実現するためには、飼育過程で

の仔稚魚の減耗をできる限り抑え

て、生残率をあげることが不可欠で

す。

それでは、マツカワ仔稚魚はいつ、

どんな原因によって死んでいるので

しょうか。図９に平成10年の種苗

生産における飼育ロットごとの生残

率の変化を示しました。それによる

と、どのロットもふ化後18日～28

日までの間に、生残率が急激に低下

しています。この時期の死亡率は

30～90％にのぼりました。つまり、

飼育初期の大量死を防ぐことができ

れば、生残率は大幅に向上するので

す。そこで、平成10年から初期減

耗の原因解明および防除技術の開発

体が急に重くなるため沈むのでは

ないかと考えて、成長に伴う仔魚の

体密度の変化を調べました（図12）。

その結果、仔魚の体密度は、成長に

伴って徐々に増加し、また、沈降が

著しくなる26～30日齢までの間は

とくに急増しました。このことから、

この時期の死亡要因として、仔魚自

身の比重が急に大きくなるため沈み

やすくなり、また、表層へ浮こうと

懸命に泳ぐためエネルギー消費が増

してへい死に至ると推測されまし

た。

そこで、沈下による減耗を防ぐた

め、体密度の増加期にエアレーショ

ンを強めて上向きの流れをつくり、

それによって浮上を補助することを

試みました。その結果、通気が弱い

実験区では仔魚が大量に沈下して死

亡したのに対し、通気を強めた実験

区ではほとんど沈下せず、減耗はご

くわずかでした（図13）。このこと

から、26～28日齢時に、通常より

も通気を強めて仔魚の沈下を妨げる

ことです。他のカレイ

類と同様に、マツカワ

人工種苗の一部には、

眼の位置や脊椎骨に形

態異常がみられる個

体、また、表側が白い、

裏側が黒いといった体

色異常個体が出現しま

す。これらの主な原因

は、仔稚魚期の飼育環

境が適切でないことに

起因すると考えられて

います。そのため、今

後、水温や餌料等、飼

育条件と形態および体

色異常との関連性を解

明し、健苗育成技術を

確立する必要がありま

す。

また、序段で述べた

ように、本道ではマツ

カワ種苗量産施設を建

設し、事業化する計画

が進められています。

そのため、今まで開発

してきた生産技術を、

大型水槽を用いる量産

現場でも活用できるよ

うに技術改良すること

も重要です。ヒラメな

どの量産現場で、実際

に種苗生産を行ってい

る方々の経験や苦労話

ことにより、大量へい死を防除でき

ると考えました。

このような試験研究の成果によっ

て、平成13年度の種苗生産では、

自然産卵でも多くの受精卵を得るこ

とができ、また、初期減耗は例年に

比べ大幅に低減しました。生産ロッ

トごとの生残率は13.5～52.3％と

向上し、全長35mmの種苗12.4万

尾を道内の中間育成施設へと配布す

ることができました。

やっと「安定的な種苗生産」とい

う課題を達成しつつある現在、次の

研究目標は「質のよい種苗をつくる」

に取り組みました。

まず、死亡の原因を探るため、

18～20日齢に死亡した仔魚の形態

をよく観察しました。その結果、こ

の時期の死亡魚はほとんど空胃であ

り、餌であるワムシをまったく食べ

ていませんでした。摂餌不良が大量

死の原因では？と推測されたため、

飼育環境条件が仔魚の摂餌に及ぼす

影響を調べることにしました。

マツカワの飼育過程において、ワ

ムシを給餌する期間には植物プラン

クトンであるナンノクロロプシス

（以下、ナンノと略）を飼育水に添

加します。図10にナンノ添加濃度

とワムシ摂餌量との関係を示しまし

た。それによると、ナンノ濃度が高

いほど仔魚は活発にワムシを食べて

１．摂餌不良による減耗

２．体密度（比重）の増加

おり、とくに、摂餌を開始し

たばかりの仔魚（13から16

日齢）では、その傾向が強く

現われました。さらに、ナン

ノを160万細胞／ml以上の

濃度で添加した水槽では、

70％以上と高い生残率を示

したのに対し、ナンノ無添加

の水槽では大量死が生じ、生

残率は7.1％でした（表２）。

このことから、飼育水中のナンノに

は仔魚の摂餌活性を高める生理効果

があり、また、十分に摂餌させれば

初期減耗が減少すると考えました。

このほかにも、仔魚の摂餌には水

温や通水条件が影響することがわか

っています。こうした知見に基づい

て、よりよい飼育条件へと改良する

ことが重要です。

今までの飼育事例の中で、仔魚の

摂餌が十分であるにもかかわらず、

26～28日齢に著しい減耗が生じた

事例もありました。この原因を調べ

るため、仔魚の遊泳行動を観察した

ところ、表層を泳いでいた仔魚は、

25日齢を過ぎると、急に底層を泳

ぐようになりました（図11）。仔魚

は表層に向かって勢いよく泳ぐので

すが、徐々に沈み、この行動を１、

２日間繰り返して結局死亡しまし

た。

を多いに聞き入れながら、効率的か

つ低コストの生産工程を考案するこ

とも課題の一つと思います。

約10年もの間、多くの方々の苦

労によって作り上げてきたマツカワ

の種苗生産技術は、あと一歩という

ところまで到達しました。一方、

「マツカワの栽培漁業」を成功させ

るためには、種苗をつくる技術だけ

ではなく、放流技術、そしてマツカ

ワのよさを広め、市場に流通させる

システムづくりが不可欠です。三つ

の努力が実を結んだとき、はじめて

「北海道の味マツカワ」が全国の消

費者に知れわたるのではないでしょ

うか。いつの日か築地市場で北海道図９　平成10年の種苗生産における生残率の変化

図８　道栽培センターにおけるマツカワ種苗
生産の成績

表２　ナンノクロロプシス添加濃度別飼
育実験における仔魚の生残率

図10 ナンノクロロプシス添加濃度別飼育実験における仔魚
の摂餌

図11 マツカワ仔魚の遊泳行動（24日齢～28日齢）

図13 通気条件別飼育実験における生残数の変化

図12 成長に伴うマツカワ仔魚の体密度の変化

これからの取り組み：

量産化に向けて


